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極度の母子分離不安を示した 4歳男児の遊戯療法
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はじめに
乙ζlζ報告する事例は，母親と離れると自家中毒を起
乙すという極度の母子分離不安を示した4歳男児 (y)
の心理治療過程である。母親は49歳という高齢で本児を
出産しており ，自分自身の健康への不安とともに，未熟
児での出生による抵抗力の弱さから通院に明け暮れる本
児の状態への不安が重なり ，非常に不安定な状態に陥っ
ていた。 ζのような母親の不安が子供iζ伝わり，子供の
不安が母親を余計に不安定なものにさせるという悪循環
が，乙の母子の分離不安を深めていったのではなし、かと
著者らは考えた。
乙のプレイセラピーでは，両者の不安を取り除き，よ
り良い母子関係を築きあげる乙とを目標に置き，そのた
めにY自身の自我発達を促し， Yの母親に対する意識を
変化させながら，母子分離を経験させていく乙とを治療
課題とした。以下ではζの心理治療過程を報告し，(1)Y 
と母親の母子分離，および(2)Y自身の自我発達，の2つ
の視点から，それらの展開の過程についての考察を試み
たいと恩う。
なお，本事例は母親面接を絵島が担当し， Yのプレイ
セラピーを坂本が拘当した。治療過程において毎回のセ
ラピーのスーパービジョンを松島が担当し，結果は両者
の協議により考察した。
1 .事例
<1> 治療対象
(1)クライエン卜;Y. K. 3歳7カ月(来談当時)
(2)主訴;極度の母子分雛不安
(3)プロフィーノレ;父51歳，母54歳の3人家族。{E胎34週
で生まれ，生下時体重は1640g。生後1カ月半まで保育
器に入っている。生後3カ月で退院。定額3カ月。座位
6-7カ月。四ツ這い10カ月。っかまり立ち9カ月。歩
行i歳1カ月。人みしりはなく誰にでも愛想をふりまき，
「かわいいねえJと言われると，鏡を見て確認していた。
2歳くらいから極度lζ分離不安を示し，ベビーホテノレiζ
鼠けられた2歳4カ月には自家中毒を起乙し，入院する。
その後も水痕 ・麻疹などで入院する。一時期離乳してい
たが，麻疹の時lζ復活し，結局3歳3カ月まで母乳を飲
んでいた。
周囲Kは子供は少なく，近所Kいるある特定の2人と
だけ遊ぶ。両親ICよれば，年中病院通いをしており，特
に風邪にかかりやすく，抵抗力が弱し、ょうである。夜泣
きも激しく寝つきも悪かった。
母親は49歳の高齢という乙とで，かなり無理をして本
児を産んでおり ，出産後lζは3カ月入院している。更年
期ということもあり病院通いをしたが，本児が診察室へ
ついてくるため治療を断わられている。 本児の夜泣きの
激しさで佼もぐっすりi眠れず，かなり疲労も蓄積してい
る様である。
また本児が親離れしないのをみて，近所の人から「年
よりの子供はダメになる。 Jと言われて，かなり気にか
けており，それが不安の種になっている。
なお本児は遊戯療法終了後， 63年4月より幼稚園に通
園している。
<2> 治療方法
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度Fa(父親)Ir促されやっと入室する。入室後もしば
らくは「帰ろうJとFaの手をひっぱる。 Th(セラピ
スト)はどのように働きかけるか悩んだ、が，最初はFa
も一緒IL遊んだせし、か思ったよりもスムーズに遊びが始
まる。
Yが興味を示しそうな物をいくつか提示すると，箱庭
lζ興味を示し取り組む。途中で'Faが遊びから抜けてカ
ウンセリングに加わると，人形などを並べながらも自の
端で'FaとMo(母親)を追っている。 Thの問いかけ
に対しては<乙れ何?> i怪獣」といったような必要最
少限のζとしか言わない。その後，パチンコ，プラレー
ルへと興味は移り，タイムアップとなる。 Thの<パイ
ノ《イ>には返事はしないが，満足した様子で帰って行く。
思ったよりもスムーズiζ遊べたのでThとしてはひと安
心でプレイを終わる。
〔第2函 4月22日〕
Molζ手をひかれ，うれしそうに入室する。自ら「今
日はいっぱい作んねん。」と意欲を見せる。まず箱庭へ
向かい，ピンクのテーフ.ルを置き，ドラえもんと猫の人
形を向かい合わせに座らせる。乙の人形は前回も好んで
使用している。箱庭に飽きると「今度は乙っちで遊ぶ。 J
とプラレールの方へ行き ，Yが遊びの主導権を握る。プ
ラレー ノレlζ使う人形を探しに行き，見つけたドンケツゲー
ムで遊び始める。 1人でボタンを操作していたので<お
姉ちゃんと一緒にしよう>と誘うとThlLボタンを 1つ
譲る。ゲームK飽きると再びプラレールに戻り，線路を
拡張し，無言で電車を走らせる。終了を告げると少し残
念そうな顔をする。プレイの最中は同室しているMoの
方へ行く乙とはないが，Moの声を聞きながら安心して
遊んでいる様に見受けられる。くさようなら>と言うと，
Molζ促され「さようならJと言いながら手を振って帰っ
て行く。
〔第3回 5月6日〕
最初は入室を渋るが， <7ットがあるよ>と誘うと入
室し，マットの方へ歩み寄る。大きな布積み木を全部積
み重ねると興味はなくなる。次Ir箱庭の方へ誘うと前回
用いたドラえもんと猫の人形をずっと手Ir持って，木な
どを並べる。かごの中から木を探し出している時IL，足
踏み式の空気入れを見つけ，手で押す。 Thが代わりに
ビニーノレのおもちゃに空気を入れる乙とに熱中している
時Ir，ど乙からか“へビ"を見つけ出し， Thlζ見せる。
Thが驚くとそれを箱庭の中へ置く。箱庭に飽きると砂
遊びを始める。
砂遊びではThのする事を模倣したり， Thの言葉を
繰り返したり，また水を使用するなど.遊びにも広がり
..， 
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期間は昭和62年4月15日から12月1日までの22因。原
則的には週1回50分間。場所は大阪市立大学生活科学部
のプレイルーム(以後p.r.と略す)を使用内また乙の
ケースは母子分離不安という特殊な問題であるので，初
めは敢えて母子同室とし，子供とセラピストのプレイ.
および母親カウンセリングを同室で実施する乙とを試み
た。その後段階を経て，母子別室でプレイセラピーとカ
ウンセリングを行なった。
母子同室についてであるが，プレイセラピーを行なう
際に大切な乙とは，ラポート(親和感)の形成であると
考えられる。乙のケースの場合，早急な母子分離はラポー
卜の発展κは結ひ、つかないであろうし，また母子を一つ
の「共同体Jとして受け入れる必要があると考えられる。
結果から見ればその事により母子分離がスムーズに行な
われたともいえる。
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<3> 治療過程
(1) 第1期 (1~ 3回)
〔第l回 4月15日) < >Th， i J本児の乙とば
両親と共に来談する。第一印象はおとなしそうな色白
の男の子。父親の手を握りしめている。なかなかp.r. 
(プレイルーム)に入ろうとはせず，全員Ir促され，再
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が見られる。へビの登場と共Ii:今回で箱庭は終了し，次
回から箱庭はYの興味の対象外となる。今回は終了を告
げるとすぐに遊びをやめMoの元へ行く。 MolC促され
ると「ありがとう ζざいましたJと言って帰って行く。
乙の日初めて母子分離を試みる。プレイ開始後30分で
Moが「お母ちゃんおしっ乙行ってくるから待っててく
れる?Jと尋ねると.Yが「うん。待p ててあげる。 」
と返事をし.MoとCoは退室する。その間パニックを
起乙す乙ともなく，時折ドアの方を見ながらも淡々と遊
んでいる。約S分後.MoとCoが入室する。うれしそ
うな顔はするが.MolC走り寄って行く乙とはなかった。
初の母子分離への試みはまず成功であったが，どちらか
といえば拍子妓けの感があった。
(2) 第2期(4-7回)
〔第4回 5月15日〕
自ら進んで砂場へ行き，砂遊びをし始める。前回と同
じ道具を使用し，それに乙だわるなど物に対する所有欲
を見せ始める。初めに一度水をくんでやると，その次か
らは「水」とThlζ要求するようになる。最初は少しず
つ水をこほしていたが，徐々に大胆になる。また自分で
作った山を自ら崩して喜ぶ。終了後は生き生きとした表
情で帰って行く。
〔第5回 5月22日〕
水道の下に台を置いてやると，自分で'*をくむように
なる。プレイ開始後30分.Moが ryちゃん，ちょっと
行ってくるけどいい?Jと尋ねると，しばらくの沈黙の
後 r~、いよ」と答える。 Mo と Coが退室するが ， 砂遊
びiζ熱中し，気にかけている機子はない。特に水をかけ
て山が大きく崩れるのを見て. rキャッキャッ」と初め
て声を出して笑った。 Moが入室すると顔が輝くのがよ
くわかる。帰り際にはMoの「ありがとうございましたJ
に促されてひざκっくくらい頭を下げてそのままの格好
で退室し，歩いて行く。
〔第6回 5月29日〕
p. r.のドアを開けるのをうれしそうに待っていて，
聞けるや否や飛び乙んで行く。 Coが「おかあさんと散
歩してきでもいい?Jと尋ねると，首をふっていやがり ，
Moを中へ入れようと手をひっぱりに行く。 Moが入室
すると，安心したように遊び始める。
布積み木を全て積み上げると，砂遊びを始める。自分
で水をくみκ行ったりしながら，山や川を作ってし、く。
l的?後，再ひ;Moが ryちゃん，お母ちゃんちょ っと行っ
てくるわ。 Jと言うと. rあ一七、。 Jと大きな声で返事
をする。 MoとCoが退室後も遊びに熱中し，まま ごと
セットなどを使用しながら砂場で、遊ぶ。泥水をコーヒー
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にみたて，砂の砂糖を入れたり，砂をふりかけにみたて
て，ごはんの上κ撒いたりする。 Moの再入室でもフ・レイ
終了。終了の合図には索直に従う。 Moにあいさつを促
されてもわざとしないで後ろに手を組んで帰る。
〔第7回 6月5日〕
機嫌よく歌を歌いながらやって来て，うれしそうに入
室する。布積み木を. rζれ建て物」と言いながら並べ
積み重ねてし、く。全部積み重ねてしまうと，電車lζ興味
を持ち.2両. 3両とつなげていく。それからプラレー
ノレの線路をつなぎ始める。
約5分後.Coが「ちょっと散歩iζ行ってくるわね。」
と言うと. y rはし、。 JMo rζ乙におってや。 Jy 
「おる。 JMoとCor行ってくるわね。 JY rはし、。 J
と答え，再び電車K熱中する。 MoとCoは退室し，終
了時まで再入室はないがYは少しも動揺は見せない。
Thが持っていた電車を走らせようとすると .yが
「お姉ちゃんのは乙れ。」と.Thの手をとって渡して
くれる。 Thが<出発!ガタンコF トーン…>と言いなが
ら電車を走らせていると，いつの聞にかYも同じ文句を
ロにしながら遊んでいる。 Thの電車に追い乙されるの
がいやなようで，追い銭かれないようにしようと必死の
形相である。 rお姉ちゃんもうすぐ終点ゃなあ。」など
と. yの方から話しかけながらプレイが進行する。 Th
の電車が終点の場所へ来ると. rお姉ちゃんのは乙乙か
ら。 Jなとと指示をする。
澱みない会話が成立するようになった。終了を告ける
と，まだ名妓り惜しそうな業振りをみせ ryちゃんも片
付ける。 Jと言う。今回は 「どうもありがとう ございま
した。」と，きちんとあいさつをして帰っていく。
(3) 第 3期(8-16回)
〔第8回 6月12日〕
大学へ来る途中の電車内で会うが，いつもの快活さは
なく口を開乙うとしない。しかし.p. r.へ来ると明る
い表情で迎えてくれる。入室直後lζMoが「お母ちゃ.ん，
ちょっと先生と勉強してくるわ。」と言うと.yは「お
るjと言い，最初からの母子分離に成功する。
Mo.i!3室後も特に変化はなし、。布積み木を lつずつ
「乙れは木。乙れも木。 Jと説明しながら並べてし、く。
乙の日3段 (yの身長よりも高く)積めるようになった。
しはらく箱庭をするが，すぐ砂場の方へ興味を移す。 Y
がバケツの水を乙ほしながら「雨たあー」と叫ぶので，
Thはジョウロでく雨ですよー >とパラパラと水を撒く。
Yはそれを模倣し，自らもジョウロを探し出し「雨だあ
-Jと言いながら水を撤く。 トンネノレ ・道路を作り ，車
を走らせる。 その車をThがさわろうとすると，手で払
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いのける。 Thが通りやすいように別の方向に新しい道
を作ると，最初は不機嫌そうな顔をする。しかし，それ
が通りやすいとわかると無言で車を走らせる。その悶
Thはただ見ているだけである。終了すると自ら進んで
「ありがとうζざいました。さようなら。 jと言い，何
度も両手をふって「パイパイ」と言いながら帰って行く。
〔第9回 7月3日〕
両親共に来所。 Thが<元気ゃった?>と尋ねると，
元気ではなかったのに「元気ゃった。」と答える。入室
直後iζMo'Fa ・Coが退窒する乙 とを告げると ，
r~'~、よ。パイパーイ。 J と手をふる。
砂場でYが山と川を作るのに熱中しているので， Th 
がス，コップで丸い型をぬいておく。偶然Yがスコップで
同じ型を作る。そしてそれを手で擁して楽しむ。 その後，
おもちゃ箱の中から汽車の型をとり出し，その型をぬき
「シュ ッポできたあー」と喜ぶ。しかし，乙れもすぐに
つぶしてしまう。 Thが車の型で型ぬきをしていると，
交換するように要求する。 Yは自分で作つては嬢すとい
うζとを繰り返す。最後にはThが作った型を片っ端か
ら壊していく。 Thが負けまいと多数作った型も全て墳
してしまう。最初は一方の型の上lζ異なる型ぬきを置い
ていくだけであったが，徐々に手でつぶすようになり，
Thがくあ一， Yちゃん怪獣が来たあ一>と言うと余計
に喜んで、つぶすようになった。何度か繰り返すと自ら
「爆弾だあ 一ーJrパヒューンJrドー ンjなどの疑音を
発しながら足で踏みつけて壊した。
乙の頃，来所当初は自分の乙とを女の子だと言ってい
たのが， rぼく男の子Jと自覚できるようになった。
〔第10回 7月10日〕
ζの固は遊ぶ意欲はあったのだが，Yの体調がおもわ
しくなく ，プレイは中止となる。簡単なカウンセリング
のみが行なわれた。しかし帰り際，我々がp.れから手
をふると，車の中から名残悔しそうに手をふっていた。
〔第11回 7月17日〕
Coが不在のため，プレイセ ラピーのみ行なう。 Th
がMoと話をしていると ryちゃん砂場で遊ぶんやで。 J
とか「あ，何か出て来たJなどと言って， Thの気をひ
とうとする。 Moが退室するのを待っていたかのように
「行ってらっしゃーい。 Jと声をかける。
型ぬきをすると前回同様Thの型をたたいて域す。が，
前回程の激しさはない。 Moが戻って来てプレイの終了
を告げるが， r先生 (Coのとと)が帰って来るまで待っ
てるわ。 jと遊びをやめようとはしなし、。 Moが今日は
Coが不在て・ある乙とを説明するが，再び「待 っと く
わ。」と言し¥なかなか遊びをやめようとはしない。Th
(4 ) 
が再度終了を告げると， ryちゃん，今日は自分で片付
ける。 Jと，ままととで使用した家を棚まで運ぶ。
〔第12回 7月31臼〕
前回用いた家を使用するが，Thの家と Yの家は明確
に決まっている。人形も前回使用したものを覚えていて，
Thには2体しか与えなし、。 Thの家の屋根のしかけが
とても気に入り ，自分のではなく， Thの人形をその し
かけから洛として喜ぶ。しばらくすると，そのThの人
形を持って槻の方へ歩いて行き，大きな電車の車輪の所
へ人形を置き，電車を動かして「死んだあー」と言う。
Thは一瞬息を飲んだが，<痛いよー>と反応する。す
るとそれをおも しろがって何度も繰り返す。何かを発散
したようなすがすがしい表情で帰って行ったのがとても
印象的である。
〔第13回 9月1日〕
長期の休みの後でYがどのように変化しているか不安
であったのだが，廊下から<yちゃーん>と声をかける
と「キャーJと言って手をふって応える。 p.r.のかぎ
を開けるのが待ちきれない様子で.p. r.の前をウロウ
ロ歩く。前日の冨の乙とを話題にすると，電灯のおもちゃ
を使い「かみなりピカピカーゴロゴロー」と言いながら
Thの人形に雷を落とす。また電車を持ってきてThの
人形をひく。 Thが<痛いよー。えーん。>と泣くまね
をすると，余計におもしろがってThの人形を全部ひい
てしまう。
「夜ですよー Iと自らが状況を設定し， Thが人形を
寝かせると ，rお~ば~け~だ~てそお-0Jと脅しに来
る。 Thが<乙わいよー>と言うと，その反応を楽しむ
かのように何度も行なう。
その後.r朝」という場面設定では， r洗濯物を干す
ねん。 Iと言ってThの人形を屋根の上に乗せ，しかけ
から落としたり，また自動車で体当たりをしたりする。
長期の休みを経て，攻撃性は増大し，それにつれて発語
数も増えた。
〔第14回 9月18日〕
Moが入室してそばにいると遊び始めるのをためらい，
Mofl: rもう出て行って。」と言う。 Moが「もう入っ
て来んでいいねんね。 Jと言うとyrうん。」とはっき
り答え，Moが「行ってきまーす。」と言う と， r行っ
てきまーす。 Jと繰り返す。 MofLr行ってらっしゃい
でしょ。 Jと言われて「行ってらっしゃい。」と訂正す
る。
プラレー ノレで・遊ひ‘始め，線路だけでなくその周囲fL，
トンネル・駅・アーチ ・植物・大阪城などを置いてし、く。
Thがレー ノレをつなげるのに苦労していると ， r乙れで
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しい。」とピースを持って来てくれる。電車を走らせる
時には， ThR.:追いつかれないよう懸命に走らせる。し
かし， Thが沼恵を之らせるのに障害物lζ手乙ずってい
ると.黙って手助けをしてくれる一面を見せた。
〔第15回 9月258)
今回はFaと来所する。アーチ部分の媛れた遮断機を
持って「乙乙綴れてるなあ」と， ThとFalζ訴える。
Faが iYは家のん全部そんな風に綾してしもたやろ。」
と言うと，Yは「でも学校のんは誰かが場してあってん
で。 jと自分が峨したのではない ζ とを主張する。 Fa
が退室しようとすると， Faの方へ駆け寄り， Faのポ
ケットlζ手を入れ触れてから， i行っていいよ。 Jと言
い， Moの時とは異なる行動をとった。
Faが退室すると再びプラレーノレiζ興味を示し，十字
路を含む線路を完成させる。その十字路でThのiU司王に
自分の電車を体当りさせ，横倒しにして，とても認ぶ。
必ず十字路でぶつけられる織にタイミングをはかり，待
ち構えている。 Thが手で仰さえていてもそれをはねの
け，強引に倒す。 Thがくあーあ，お客さんけがしたわ。
>と言うと， iお客さん死んでしもたわ。 Jと言って笑
う。プレイはとても感り上がっていたのだが， Faが入
室すると，パッとやめてFalr駅け寄り ，校訂する。
〔第16回 10月2日〕
砂場IC山を作りその頂上IC:::rジラを立たせ，それを阻
むように何体かのウルトラマンを向く。また箱庭で使用
する家をいくつか砂の tlrinき， i雪やで一。 Jと言い
ながら.屋根に砂をかけて完全に隠してしまう。駅など
の大きな物から小さなバイクや人形まで，全ての物Ir砂
をかけ， iかくしたった。」と満足そうに言う。その後
MoとCoが入室すると， 2人κ「ぎょーさんかくしたっ
てんで一。」と，誇らしげに報告をする。
(4) 第 4期 (17-22回)
〔第17閏 JO月9日〕
初めてYが i:toうちで遊ぼうか。 JとThlr呼びかけ
る。(今までは「おうちで遊ぶ。 Jというのみ。)家や
人形への執着は強いようで前回使った人形を各々，自分
の物， Thの物と明D(tlr.分けている。 Thの人形をmで
ひき， Thが<痛いよー !えーん !>と泣くと ， iほん
なら病院に連れて行かなあかん。」と言って，術団つき
のベ‘ノトlζ寝かせる。が，もう一度その上から司王でひく。
それに飽きるとおばけの人形で， iお~ば~け~だ~ぞ
お-Jと声色を使って脅す。またそれをThの家の中へ
入れて家を揺らす。さらに「地震やでー。」と言いなが
ら，Thの家を激しく婦さぶる。 Thがそのまねをして
Yの家を揺さぶるとムッとした表情をしてThの家を儲
?
?
? ??
IiJしにしてしまう。
またThが先に持っていた人形をとりあげて「乙れぼ
くの。」と£張する。 Thが<乙れ，お姉ちゃんのん。
>と言っても「ぼくのん。 Jと言ってきかなb、。もう一
顧の犬を見つけて，<ほんなら，お姉ちゃんのん乙っち
にするわ。>と言うと，再び取り上げて，しっかり腕に
かかえる。そして「ζれぼくのん。お姉ちゃんには乙っ
ちをあけ'る。 Jと小さな犬をくれる。しばらくするとま
た小さなThの犬を， iζれぼくの。」ととりあげよう
とするので，<乙れはお姉ちゃんのだからあかん。>と
少し強く 言うと.しぶしぶ承知する。
その後， Thが猫を並べていると，大きな犬で「カー ブー 」
とかみつき， iね乙死んだわ。」と、ド然と言う。 Thが
抵抗しでもそれを許さず，家を横倒しにしたりする。砂
場へ移ると前面のように家の模型に砂をかけて埋め，そ
の上から水をかけて再出現を喜んで、いる。
〔第18回 JO月23日〕
Thがp.'r.のかぎを開けると，当然という顔つきを
して入っていく。初めは家を出しThの人形を犬にかま
せたりおばけでおどしたり，車でひいたりという攻撃性
をみせる。また，箱庭を川花見たてて砂をかけて溺れさ
せたりもする。fIi庭にバケツいっぱいの水を入れるので.
2杯目を然止すると，しばらく考えた後，もっと水が自
由に扱える砂湯で遊ぶと言い出す。砂場では山の上に家
を置き，その山をブルドーザーで削り，家を転けdさせる。
「台風が来たあー」と言って山の上から家を転げさせ喜
ぶ。また，検倒しになっている家に， iパーン!!冨が来
た!Jと言って攻態する。
MoとCoが入宅すると，名妓惜しそうにする。 体を
二つ折りにし，ひざに頭がつくくらいまで曲げ， iどう
もありがとう ζさいました。」と，父級の故郷へ行って
覚えてきたあいさつをしながら帰って行く。
{第19回 10月30日〕
Thが家をとってやると「お人形はー?お人形はー?J 
と叫ぶ。 Thがくちょっと待って!お姉ちゃんのん置い
てから。>と制すると，静かに待っている。しかしTh
が人形のある局所を示しでも，決して自分で取りに行乙
うとはしなし、。前回同様，Thの人形を事でひいたり ，
屋よから洛としたり，家を揺らしたり，おばけで曾した
りというThの人形K対する攻撃性は顕著である。また
「朝やでー」とYが湯面設定をし， iYちゃんと乙朝乙'
はん食べてんねんで。 Jと言う。<何食べてるの?>と
尋ねると， iハンバーグJと答える。 <へえーいいなあ
> iお姉ちゃんと乙何食べてるん?Jくお姉ちゃんと乙
は，おみそ汁>といったような会話が何度かやりとりさ
( 5 ) 
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れる。 3度目くらし、からは.YもThのメニューを聞い
て「いいなあJと言うようになる。
タクシーや消防車を走らせて遊びたいのち，無理矢理
Thの家を火事Kする。そして屋上にいるThの人形を
はしとで助けてくれるのかと思うと，パーンと下へ落と
す。 Yが「夜やでー」と言って全ての人形を家の中で寝
かせるのに.1 体だけ外1[.残っているので，それを教え
てやると. rタクシーで帰んねん。パイバーイ。」とタ
クシーのおもちゃに乗せ，帰って行く 。あまりに鮮やか
な去り方だったのでThも面喰ってしまった。
様々な方法で攻撃してくるYであるが.Thがせき乙
んでタオJレで顔をかくすと，心配そうにのぞき乙むとい
う行動がみられた。 MoとCoが入室するとすぐに遊ぶ
のをやめ，ドアの方へ向かう。帰り際Thがくさような
ら>と言うと，しばらく聞を置いてから「パイパーイ」
と両手をふり，後ろ向きに両手をふりながら帰って行く。
〔第20回 11月6日〕
Thが都合で遅れてp.r. IL.入室すると，先にCoと
Yがブロックで遊んでいたが.CoとMoが退室するや
否やブロックを片付け. r家て‘遊ぶ。」と言う。しかし
自らは全く片付けようとはせず.Thが片付けるのを待っ
ている。 Thが<Yちゃんも一緒に片付けよう。>と誘
うと， ようやく黙って片付け始める。 Thが人形の箱の
中から自分の分を取り出そうとすると.Yがそれを遮り，
「お姉ちゃんのは乙れ。 Jと人形を手渡してくれる。人
形がそろうと「朝やで一。朝ごはん食べなあかん。今作っ
てるとこ。 Jと言う。 Thが<何作ってるのかなあ?>
と尋ねると. rハンバーグ。お姉ちゃんとこは?J <や
きめし>rし、いなあJといったような会誌が何度か繰り
返される。水色の飛行機で最初は「ブ ンーjと飛んでい
ただけであったが，突然人形の頭上に「ガーンJと言っ
て落とし.Thの人形を倒す。また屋綬の上IL.Thの人
形を乗せて「地震やで一。Iと家をゆらして落としたり.
床を川にみたてて溺れさせたりといった攻撃が続く。
おばけで脅す時は自分の家はきっちりしめて ryちゃ
ん所はきちんとしまっているから，おばけ入られへんね
ん。」と言ってからThの家を脅しに来る。自分の家を
安全地帯として確保しておき.Thの家は「きちんとし
まっていてもおばけは入れるIそうである。その他，ビー
玉の爆弾や水攻め，火事など絶え間なく Thの人形を攻
撃する。しかしThがくあーあ，ベットが水びたしやわ。
どう しよう。 >とYIL.助けを求めると.rもう乾いたわ。」
とThを助ける場面も見られる。しかしさすがに乙れだ
け攻撃を受け続けると.Thとしても少し苦しい時期で
あった。
〔第21回 11月27日〕
Faと来所する。 Faが入室すると「何で遊ぼうかな
あー Jとぐるぐる歩き回る。 FaがCoと退室するや否
や. rおうちで遊ぶ。」と棚の方へ駆け寄る。遊び始め
ると早速，おばけで脅しに来るが.Thがくおばけは夜
にならな怖くないねんで。>と言うと，少し考えてから
「夜一!夜一!もう寝なあかんねんで。 Jと言いThlζ
人形を寝かせるように言う。その通りにするや否や，や
はりおばけで脅しに来る。朝昼夜と設定が変わる度に必
ず食事のメニューの尋ね合いが行なわれる。
Thの犬をYの犬の方へ近つけると「ガブーJと言っ
てかみつく。 一度すると味をしめたのか「もう一回来てJ
とThl[.催促する。 Thがそのようにすると再びかみつ
く。車でThの人形をひいたり，上から車を落とした り
「地震」と言って家をゆすったりと激しい攻撃がみられ
た。 Thが<明日のお天気大丈夫かなあ>と言うと「晴
れ時々くもりのち…Jと突然天気予報を言い出す。 Th
があっけにとられていると， r天気はー?天気はー?J 
と叫ぶ。 Thが<今日のお天気は7>と尋ねると再びT
Vの天気予報のような調子で再び「晴れ時々くもりのち
一」と支離滅裂ではあるがスラスラと話し出す。またサッ
カーをするというので見ていると，ゲームと してのサッ
カーではなく，ボーノレ遊びイ コールサッカーと しかとら
えていないのではないかと恩われた。
〔第22回 12月1日〕
自分の取れる範囲にあるものでも「取ってー」 と要求
する。しかし， ThはYが取れる範囲のものは全てy1[. 
自分でとらせようと思っているので.Yが取るまて・待つ。
すると，しぶしぶながらもYがとる。Thが食事を<ア
ムアム。>と食べるまねをすると.Yも「アムアム。 J
とまねをする。おはじきを持って 「今からこのガラスで
射ちに来んの。jと言う。<え?今からお姉ちゃんと ζ
に射ちに来んの?> r今から射ちに行きますよー J<射
ち1[.来ないで下さい>r行きます」と段々大きな声にな
り.Thが拒否するほど，おもしろがってするようであ
る。
またブランコをl人占めしようとするので.<5回で
交代。はい.1回2回… 5団交代>とThとYの人形を
入れ替えると，最初は怪訪そうな面持で見ていたが.2. 
3度くり返すと納得した様で一緒に r1回2回… 5回」
と数える。勝手にThの家を「火事やで一。」と火事に
してしまい. rドッカーン Iパーン 1モクモクー!Jと
火事の様子を表現する。 Thがくすっと-~、! >と驚く
と.誇らしげに「みな，どないなった?Jと尋ねる。 く
みんな，乙けたわ>と答えると満足そうである。 突然
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「でんわき。 Jと言い出す。 Thがくもしもし>と言う
と「今からお水かけに行くわな。 Jと言い出す。そして
水をかけに来る。 Thが<戸からお7]<を出してるから大
丈夫やもん。>などと言うと，余計に強く，大きな声で
「ジャー!!Jと言いながら水をかけるまねをする。
またThがくおばけ出えへんように閉めた!>と言う
と，何度も「お~ば~け~だ~ぞお-Jと脅しに来る。
「変なゴミ箱って言うてjと催促するので<変なゴミ箱
>と言うと，また「お~ば~け~だ~ぞお-Jと脅す。
自らがThを攻撃するために，乙のようにわざと強要し
て言わせる言葉が今回は多い。他』ζ例えば「牛K電話し
て。 Jと言うので，くもしもし牛さんですか>と電話す
ると「今から頭をたたきKいくわな。 Jと言い.Thが
<痛いから釆なくていいです。>と言えば，余計強烈に
Thの人形をかんだり (yの人形にかませるのであるが)
踏んだりする。その他「帰ってよって言うてみ。 Ji屋
棟に登ってって言うてみ。」と言ってThがその通り言
うと，必ずThの人形は攻墜される。 Thが<痛くない
もん>と言ってYの攻撃を否定すると，余計にひどく攻
撃する。
はしごIL乗って空中を飛んでいるYの人形をくわー!!
ジェットコースターみたい>と言うとうれしがり，何度
も同じ ζとをくり返す。本物のジェットコースターのよ
うにはしごを宙返りさせたりしながら.Thが称賛の声
を挙げるのを待っている。もし言わないと「ジェットコー
スターみたいって言うてみ。」と言う乙とを強要する。
終盤はずっと「やまのじし、Jを連呼し.Thがそれを
怖がると何度もくり返し言ってThの反応を楽しんでい
る様であった。乙の日はYの人形をすべてThの家へ持っ
て来て.Thの家で遊ぶζともあった。 しかし 2組の人
形が仲良く遊ぶ，というのはまだ見られない。
I.考察(次の表に基づいて考察する。)
<1> 母子分離について
(1) '"ー ラー 1)の分離 ・個体化理論
マーラー 1)は「分離一個体化の過程」を分化期 ・練習
期・再接近期 ・リ ビドーの対象恒常性への途上期の4つ
に分け. i歩行能力や他の自律的自我の成熟的加速がお
乙っている時に母から離れて機能するための情緒的準備
性が遅れている場合，生体的パニックを引き起乙すJと
いう仮説をたてている。乙の仮説lζ基っき，本ケースで
の母子分離不安を検証する。
1.分化期
個体化と分離とは互いKからみあいながら前進後退を
くり返して発達するが，母親の側に何らかの形で子供の
( 7 ) 
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分離独立への機制を邪魔しようとする要因のある場合に
は，子供の成長発達fL何らかの支障をきたすものと考え
られる。
本ケースの場合，母親はYの独立への機制を部魔しよ
うとは思つてはいなかったであろうが，事ある ζとIL病
院通いをしなければならなかったYと母両者の病弱さが，
結果的には独立への機会を失う乙とになってしまったと
考えられる。
2.練習期
乙の期の母親は安定した基地のような存在である。基
地が安定していないと，子供は他へ注ぐべきエネルギー
を母親へ注がねばならず，情緒的な発達を欠くものと考
えられる。
本ケースの母親の場合，高齢出産であったがゆえの自
らの体調への不安，そして何よりも周囲の「年寄りの子
供はダメになる。 j等の声に惑わされ，自分の「母親j
という役割に対する不安が微妙に表情や態度に現れ，そ
れをまた子供が敏感に感じとるという悪循環がみられた。
母親の不安が子供の外へのエネノレギーを奪いとってしまっ
たものと考えられる。乙の悪循環をたち切る乙とが本ケー
スの大きな目標であると言える。
3.再接近期
乙の期には対象(つまり母親)が自分の一部ではない
乙とがわかり，対象を失う怖れではなく，対象の愛を失
う怖れが次第に明らかになる。子供の側から言えば，自
分の愛する対象が個々の個人的関心をもった独立した存
在である乙とを次第に理解し始め，しばしば母と劇的な
争いをする乙とで，自分の万能感を徐々に痛みを持って
放棄しなければならなし、。乙の時期の子供の自律自我が
段蓄の機能力を発慢するためには，母による安定した情
緒的なうしろ立てが必要である。それはその後の子供の
成長に大きく貢献するものである。
また乙の期iζ起ζる再接近危機の特徴は，母を自分の
延長として使う行動である。一般的には不満で貧欲でか
んしゃくを起乙しやすい傾向があり，母を追いやったり
逆にしがみついたりと両傾向がみられる。乙の再接近危
機の固着が分離不安を深めているともいえる。その後，
防衛機制のーって‘もある，良い母と悪い母との分裂も始
まる。乙れはその後の言語の発達，内在化の過程，象徴
的な遊びを通して自分の願望や空想を表現する能力の進
歩などから個人的なパターンを獲得し，母との最短距般
を見出すようになる。
本ケースの場合は，まさに再接近危機の状態にあり ，
その因者が明白であった。またYは対象の愛を失うかも
しれないといウ怖れから，称賛や日ヒ立にはひどく敏感で
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あった。
4.個体化の確立と情緒的対象恒常性の始まり
本ケースの場合，Yは乙の第4期へは達していなかっ
たように患われる。再倭近危機の固着により対象恒常性
は獲得されていなかったのではなL、かと考える。もし，
一時的κ獲得されていたとすれば，それはベビーホテル
での一件などからYの分離への恐怖が増大し，母不在へ
の不安から逃れるために対象恒常性が働き始めたとも考
えられる。しかし， Y自身lζ確固とした自我の成長のみ
られぬ時点では，それは退行へと勤き，再接近危機の固
着へと結びついたのではなし、かと著者らは考える。 Y自
身が拒否している分離と個体化の進行を促すことと，母
子共に抱えている不安の悪循環をたちきる乙とが，乙の
プレイセラピーの目的であったといえる。
(21 本事例の母子分離と個体化
A.第1期
第 1回のプレイセラピーは父親も共に来月rした事もあ
り，入室をためらう乙とはあったが，想像以上にスムー
ズに遊び始めた。最初はTh，Fa， Yの3人で遊び始
めたことがYの緊張感と警戒心を弱めたと言える。途中
でFaが遊びの輪から銭け，カウンセリングに加わった
時もYは特別な反応は示さなかった。しかし常IL自の端
で、はFaとMoを追っていて，新しい物 (Th，おもちゃ
など)に対する興味を抱きつつも，見知らぬ場所での不
安感は隠せなかった。
第2固ではThも驚くほど索直に入室し，遊びi乙対し
でも意欲的であった。しかし，部屋の隅にいる母親の声
をパックに安心感を抱いていると見受けられた。母親と
のおよそ2mの距離が彼の分離の第一歩で:あったといえ
る。
第3回では初めて母親の退室を試みる。当初はζの試
みができるようになるほどプレイ 1:熱中するだろうか，
という不安もあったが，思ったよりも早く実行するとと
ができた。プレイ開始後30分でMoが「おし っ乙行くか
ら待っててくれる ?Jと退室を告げる。この言葉には現
実味があり，また短時間で必ず戻って来るζとをYIζ期
待させる言葉である。我々 (Th，Co， Mo)はYが
どのような反応を示すか緊張して返答を待っていたので
あるが，我々の予想に反して彼はニコニコしながら「う
ん，待っててあげる。 Jと言ったのて、あった。Moが退
室後もパニックなどの特別変わった様子もなく，ただ時
折顔をあけ‘ドアの方をチラッと見るだけで(5分間lζ5
回程度)， MoとCoが入室してもうれしそうな表情は
早期の母子分離が可能になると期待をした。
B.第 2期以降
第4回でYは自発的にMoから離れ遊びに取り組み始
める。 Moが同室にいる乙とは意識してはいるものの，
遊びの中で直接母親を意識する乙とは全くない。
第5屈では，プレイ開始後30分してMoが IYちゃん，
ちょっと行ってくるけど，いい?Jと声をかける。しば
らく沈黙の後「いいよ」と返事をする。乙の時は退室の
理由を明確に言わなかったためか，しばらく沈黙があっ
た。その間，彼は彼なりに考え，乙のプレイの場は彼に
とって少なくとも安全で楽しい場所である乙と，必ず
Moが帰って来るであろうことを理解したのではないだ
ろうか。またMoの退室中に初めて声を出して笑い，遊
びlζ熱中している乙とを示している。と共1:， ThはY
のThへの安心感の高まりが感じられた。また乙の回で
はMoが再入室すると，明らかに歓迎の表情を見せてい
た。
第6回ではプレイの最初からの母子分離を試みる。が，
乙れをYは拒否し， Moの予をとって入室を促す。しか
し10分後， Moが IYちゃん，お母ちゃんちょっと行っ
てくるわね。 Jと告げると，驚くほど大きな声で「あ~
いJと返事をし，再び遊びl乙熱中している。 Moが入室
をしないで分離を告げた時は，まだ関心はもっぱらMo
k向けられていた。しかし10分後遊びに夢中になり，前
回の経験からMoが必ず戻って来るという確信を持った
ので，彼は何のちゅうちょもしなかったので=あろう。
第7回ではプレイ開始後約5分で'MoとCoが返室す
る。 Iちょっと散歩1:行ってくるわね。」というCoの
言葉にも「はいJと答え，我々を安心させる。 Moと
Coの退室を告げる言葉よりもすでに興味はプラレーノレ
の方へ向いていた。乙の頃から遊びも活発になり， Th 
との会話も増えた。
第8回ではプレイの初めからMoが退室を告げるが，
まるでそれがあたり前であるかのようにイエスの返事を
する。 p.r. 1ζMoがいないととが当然であるかのよう
に，Moが不在であることを気Kする様子はない。遊び
を楽しむ余裕と共に， p. r.に対する安心感.Moが必
ず戻って来るという経験に基づく確信，つまりは基本的
信頼感が芽生え.プレイ場面での母子分離に成功したと
言える。
以後はプレイ開始前にはMoは退室し，何らかの事情
でプレイが始まってもMoがp.r.にいる場合には 「追
い出し」たり(第14回).故意になかなかプレイ K取り
見せるものの.MoIζ走りょったりする乙ともなく，我々 組まないなどの行動がみられた。 ζれらの乙とからYは
の予想は完全に裏切られたと言える。乙れを期に我々は， p. r.を完全K自分とThの2人だけの共有の場とみな
(8 ) 
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している乙とがわかる。
Yはζれらの経験により易本的信頼感を得，少なくと
もプレイ場面での母子分離は当初考えていたよりも早い
時期I(成立した。しかし乙れがその他の場面でも可能で
あったかと言えばそうではない。ー渉外へ出れば，彼に
とって安全な場所や人ばかりではないのだから。とはし、
え，Yは対人関係(大人にも子供にも)Kおいては，わ
ずかながらも縫実に成長していたのである。例えば屯車
の車内でYと会った時， Thの「乙んにちは」という言
葉に対し全く反応をしなかった。しかしその日，プレイ
ノレー ムではいつもと変わらぬ快活さを見せた。 ζれは屯
車の中はまだ彼にとっては安全でないためであり，周囲
は見知らぬ人(彼にとって安全かと‘うか定かではない人)
ばかりであったためと考えられる。しかし，呑から通う
乙とになっている幼稚園に見学に行った時には，誘われ
た散歩iζ尻ζみもせずについていき，全く母親の乙とを
顧りみなかったり，父親の故郷へ行った時も，母親を筏
して親せきの人と買い物に行ったり(母親の話より)と，
対人関係でもかなりの進歩をみせている。プレイ場面で
の分離の経験が実生活でも応用されている。
<2> yの自我発達について
(1) Yの自我発達段階に対する仮説
自我の発達はマーラ ，ー1} クラインらの対象関係から
みると次の表 1のようにまとめられる(斉藤2))。乙乙
で表 I1ζ沿ってYがプレイセラピーを受ける前の自我の
発達段階について考えてみる乙とにする。
以前のYは分離が原因で自家中毒を起乙す程，sJ子分
離に不安を持っていた。乙の不安は母親が再び戻って来
ることを予期できない不安，つまりは対象喪失不安であっ
たと与える。また彼は母親(対象)をPQ惣化し，良いl面
しか認めていなかった。そして自分が何でもー香である
という「壮大な自己像」を描いていた。母親と自分を
「自他一体的」であると考えて，そ乙から成長する乙と
ができず，つまりは「分離個体化」に問題点を持ってい
たのではないかと-4.える。
(2) Yの臼我成長への課題
乙ともあると述べている。
乙れらのことから，乙のプレイセラピーでの自我発達
の課題は，まずYが基本的信頼を得て自律する ζとであ
り，Yが「統制的な自我Jを発達させることである。そ
の過程で， r万能的自他像への徐々の幻滅」をYが感じ
る時には，セラピストがYの自我の中の「皇室Jの対象と
なり ，r補償的な自我」としての役割を演じていく乙と
になる。以下はそのプロセスである(表2参照)。
(3) プレイの中での自我行動
1.第 1期
第l回の初めてのプレイセラピーでは，Yはp.r.と
いう見知らぬ場所，ThやCoといった見知らぬ人間κ
対し，磐戒心を強める。 p.r. ILは入ろうとせず，父親
の手をずっと鐸りしめ， r父や母とは絶対に離れないぞ」
という決意を見せている。これが通常のプレイセラピー
のように母子を分離してp.r. I(連れて行乙うとしても
必ず極端な恐怖を示したであろう乙とは，容易lζ:m、像で
きる。
第1期では何で遊ぶか，どのように遊ぶかは問題では
なく ，いかにζの場 (p.r. ) 1ζ償れるか，またThlζ
慣れるかが問題である。第 l回の遊びはFaが導き ，Y 
の興味をひきそうなものを次々に提示していき，様々な
おもちゃを出した。特lζ箱庭に興味を示し一番長い時間
遊んでいたが，その中でThとの会話は「乙れ何?Jで
あった。 ζれはYがThK対し少し警戒を解いたことを
:意味すると思われる。しかし箱庭ではまず白や緑のさく
で場所を凶み，心の中をのぞかれるζとを防御している。
第2回では場所lζ慣れたせいか，来た早々 「今日はし、っ
ぱい遊ぶねん。 Iと意欲を見せる。子供がすぐに遊びに
とりかかる乙とは， Thとの関係作りを短否する行動の
場合があるというアレン5)の:意見もあるが，乙の場合で
は純粋な気持ちで受け止めたいと思う。また箱庭では前
回同級さくのまわりを囲み 木を置く。まだ心の内を探
られるのは拒否しているが， Thlζ対してはゲームで占
領していたボタンを lつゆするといった行動，また箱庭
の上の}jの棚にある物を，だっ乙して取れる位訟にあげ
ユンクは「幼児の生活においては，自我はほんのわず てやると， 2度目からはだっとを要求するなと， Yが
かな役割しか演じていなし、。」が， r衝動や無意識的な Thl(対し優位な立場にあ り， ThがYの意志で動かせ
空怨表現と街援に関連している」自我は， r強力になる る人間であるととをF型解し， 2人の関係づくりに参加し
につれて精神生活を組織化したり，統御したりする方法 ょうという意識がみられる。しかし，まだY自身から績
を展開するようになる。 J3)と述べている。またエリク 樋的に加わるのではなく， Thの働きかけがあってから
ソンりは，自我の成長は基本的信頼感を得て，自律する である。
乙とであるとしている。フオーダム引は「分析家が子供 第3屈ではThが空気入れに熱中していると ，その問
自身lζ内復している白我縞造の中で，統御的な自我とい に戸だなから「へびJを探し出してきてThをおどして
うよりはむしろ補償的な自我としての役割りを演じる。」 箱庭の中へ置き，それで箱庭の遊びは終結する。乙の場
(9 ) 
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表 1. 自我の発達段階(斉藤3)1981より)
発達段階
全般的自我発達
エリクソン，レヴィンジャー
対象関係
マーラー，スピッツ，クライン他
不安
自閉段階 「正常な自閉段階」
T 
犠滅
i3カ月的微)笑」 安不(社会
口愛期 壮理
基本.的不信信頼)* 乳 (VS 大想
( 0歳~
児期 [希望]料
共生段階 「共生期」 な化
対喪象失l歳過ぎ)
草閣係
己自れさ
i8カ月不安J (人見知り) 像た
対象像 不安
「抑うつ態勢」
} 
五衝動段階 他自
不安)愛情
「イナイイナイノてー」 体的紅門期
(自V律S恥.疑惑〉 自己防護段階
の
対象蜜失不
(8， 9カ月
-3，4歳) 〔意志〕
「分離個体化」 両親幼 安
期児
. 処
子係関
罰
小児性器期 率(V先S.性罪悪感)
週奉者段階
ノ¥ 安不
(男根期〉 + の
(3， 4歳~
家族関係
去
〔目的性〕
不安勢5， 6歳)
fエディプス・コンプレックスj 、》ノ
「超との自我同一形成化J (向性の親
想
潜在期 近隣
の
輩期間 勤(V勉S.劣等感) (良遜d心者的 交集友団 ・仲間 ・徒党行動 形成
(6， 7歳~ 奉水準) . 
超我自学校13歳頃) 〔有能性〕 性役害IJ習得 関
係 不安
+ 
合， YはまずThがYIζ背を向けて他のことに熱中した
乙とで，同じ場所にいるにも関わらず，自分 (Y)1<:関
心を向けずにThが存在しているということを初めて体
験したのではないだろうか。それで何とか自分の方に注
意を向けようと，へびを見せておと'かしたのではないか
と考える。 ζのζとがThとYの関係を一歩深めたよう
な気がする。
またζの固には初めて5分間の母子分離を試みるが，
特別なパニックも起こさずに成功する。乙れは，Yがp.
r.は安全な場所でThが安全な人間である乙とを認識
したためではなし、かと考える。
2.第2期
第4回では， Yが砂で山を作っている横でThが他iζ
山を作り始めると，YはThの行動を意識しながらも，
自分の作品iζ熱中する。乙れはThとYが砂場という空
間と ，安心して遊びに熱中するという感情の共有を示す
ものと考える。また， Yは同じ青いくまでしか使わない
といった自分の物に対する執着を見せ始める。物iζ対す
る執着は以後22固までずっと続き， i自分の物」と「他
人の物J~の区別が明確になっている。私生活でも「自
、? ????、
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表2. 遊戯療法におけるYの自我成長と母子分離の過程
ThとYの関わり方 Yの自我行動
• ThのYK対する一方的 -箱庭における
導入的な遊び 「へピjの出
期 現
( 
θ二日3 
回、./
E -心E霊的なつながりの形成 -物に対する所
期 有欲
( E五D4 7 凪
) 
⑮D①こ① -所有欲
-砂でものをか
皿
• 2人で]つの遊びに熱中
くす
期
'YK主導権のある遊び -攻撃性
( 
8 
16 
• 2人でいる中での]人遊 電車、作品、
回 びなど様々な形の混合 家
• Thの反撃を
許さない
N • 2人でいる中で、 1人で -所有欲
期 いられる能力
( -攻撃性
17 
-共同遊び、共同やりとり (家Thの人形
22 
回
分の物JIζ対する執着は強く ，おもちやでもなかなか他
人Kは貸さなかった。セラピーの場面でもThがYの物
を使うと明らかに嫌がり， Thの手からひったくるとい
う行動が見られた。
また砂の上iζ水を乙ぼす乙とに興味を示し，辰初は恐
る恐るであったのが，時間がたつにつれて大胆になり，
初めはスコップからであったのが最後にはバケツから直
接ζぼすようになり，顔の表情がみるみるうちに明るく
なっていくのが観察された。心の中IC抱えていた不安な
どのモヤモヤしたものを一気に解消したように見られた。
第5回では， ThとYのやりとりが一つの流れを持つ
ようになり，第6回では偶発的にではあるが， Yからの
Yの共感性 母子分離の様子 主な遊びの内容
• 5分間の分離 -箱庭 「へビ」
(第3回) の出現
(、特さアクし別むバニッ
(3回)
などは起乙
なL、t.s、ド
の方を気iζ
ている
-徐々に分離の -砂遊び
時間をのばす
-水遊び
-分離中は遊び
IC熱中するよ
うKなる
-遊びの中での -蔽初からの分 -電車ごっ乙
思いやり行動 離可能
(遊び=虚構) -砂あそび
-人形や家を
並ベる
-砂をかけて
隠す
-家を使つての
遊び
-遊びの中では -分離可能 -家を使つての
(11) 
攻撃性を示す 遊び
が、現実場面 も母子とも
では、 Thを IC 
いたわる行動
が出現
働きかけでプレイが進行するようになった。また第7固
では，連続したやりとりの中でThが真剣に悩めば， Y 
がそれに呼応しThを助けたり(プラレールの線路をつ
なぐ時)Th自身が遊びに熱中している姿を見る乙とで
Yも遊びに熱中し，母との分離中にも母を気にかげる様
子は見られなかった。
プラレールの遊びの中で2人が真剣に競い合い，お互
いに負りないように電車を走らせると ，Yは必ず自分が
勝てるようにThを指示する。 Yは絶対に負けたくない
という意思表示をし，絶対lζ自分がー需にならないとい
けないと思い乙んでいる様であった。
箱庭iζは全く興味はなくなり，砂遊びゃ水道びなどの
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ネイティブなものが多くなり ，Yがストレートに自分を
表現できるものが多くなった。自らが作った作品を水を
かけて全部峻してしまい，それでもスッキリとした顔を
している。 Yの内にあった不安や恐怖を水できれいに流
してしまったようである。
3.第3期
第3期からはプレイの場では完全に母子分離が可能に
なり，p. r.はThとYの2人だけの空聞になる。 m8
回では主iζ砂遊びを好み，その中でもトンネノレ作りH:凝
る。物を出したり入れたりするトンネJレは，現われたり
消えたりする母子関係を少なからず意識している乙とを
示したように思う。母親に円、ってらっしゃし、」は言え
ても，心の底では母親を意識していたのではないだろう
か。
第9回では，乙れ以後の遊びの中心となる攻常行動が
出現する。乙の回以降，回を重ねるごとに攻撃性はエス
カレートしてb、く。 i攻撃性」のとらえ方はその治療者
によって，またそのケースによって様々であるが， ζと
ではポジティブな感情の発露であると考えたい。
アタスクライン6)は「子どもの側で，乙の手段，あの
手段というように点実の自分になろうとして攻般的な手
段に決めたり， 完全な自己表現を妨害するものに激しく
抵抗しているように見える，一見不適応、と言われている
状態を作り出すのも，自己実現ゃ成熟，充足，独立など
へ向うのと閉じ内的動因である。」と述べている。 Yは
ThlL懇い自我を役影し，自分もまた患者 CYちゃん怪
獣)になって，縦横無尽に塁手、をやっつけた。そして攻撃
する乙とと，攻態しでもとがめられない乙とを味わった。
ζれはYの自我の芽生えともいえるべきものではないだ
ろうか。
また攻撃性はどんどんエスカレー卜していったが，一
方で遊びの中での思いやりの行動が見られた。第14由で
は交差点で待ちぶせしてThのm屯を倒す乙とに-4.懸
命である一方で，Thの電車が脱線すると黙ってなおす
のを手伝ってくれるという行動がみられた。自分が遊ぶ
乙とで精一杯であったのが，他者の行動までを視野の中
iζ入れ， 手伝えるようになった余裕が感じられる。
乙の期ではYが主導権を録り制緩的』ζ遊びを始めると
いう姿勢が目立つた。また2人でlつの遊びに熱中し，
かわす会話の数も土台え，声も大きくなっていき， Thと
Yの関わりの深まりが感じられた。
4.第4期
第4W:Uζは攻雪量性はますますエスカレートしていった。
Thの反撃は全く許されず，息つく暇もない程，Thの
人形や家は痛めつけられた。しかし第3期の攻封書性と異
(12) 
なる点は，第4期では「制限Jが設けられたζとである。
制限の持つ意味としてアレン引は次のように述べてい
る。 i子供に制限を与える乙とも乙れが子供を助ける:む
味のものならば単なる束縛や否定とは大いに違う。それ
はひとつの人間関係を』基礎づけるものであり ，現実を生
かすものだとも言える。真の制限は状況の中に生れ，ま
た状況に属する物であり，決して治療者の個人的な希望
や治療者の命令などから生れるものではない。自然lζ生
れる制限をはっきりと否定し，それに子供を直面せしめ.
それに対する彼の感情を表現させるべきである。 J
乙の場合の制限は所有物に対してであった。第17固に
Thが所有していた犬の人形をYはとりあげて自分のも
のにしてしまう。それを2度くり返し .3度目もThが
所有のg志を示した人形をとりあけ'ょうとする。そ乙で
ThはYH:対し，セラピーの中で初めて「ダメよ。 Jと
いう言葉を発した。制限を現実iζ生かすものとするなら
ば，乙の先，彼は集団生活の中で乙のような制限を体験
するであろうし，ThとYの人間関係から言えば， Y は
Thがイエスマンであるばかりではない乙とを知ったで
あろう。
アレン引はまた次のようにも述べている。 i制限とい
っても彼はこれを知り，それに依存しているのであって，
かえって乙の箭l胞によって彼は自由に攻豊富力を発揮した。
彼は決して乙の制限に屈服する必要はない。治療者が何
らかの制限をすると，子供はかえって助かったという機
子を示すものである。 J
Yは自分の攻撃性にもストップがかかるととを知り，
より一層攻撃性を発悔するようになった。彼は攻撃の限
度を知り，そして攻慢は虚摘の世界(遊び)の中だけの
乙とであるζとを知るのである。第19回でThがせき乙
んで苦しんでいると心配そうに顔をのぞき乙むという行
動がみられた。明らかに彼は攻撃対象の人形や家は「懇」
であるがTh自身は「良いもの」としてとらえているの
である。
遊びの中で特le印象的だったのは，第18固に模型の家
を砂山の上に乗せ，その山をブルドーザーで商iJり， 家を
がけから績転させた乙とである。&初彼にとって家は，
必死で守らなければならないものであった乙とが，箱庭
の白いきくから想像できる。その後彼は家を砂で隠して
その上から水をかけて遊ぶという乙とを好んだ。乙れは
一日家が視界から離れても，再び現れるという期待を含
めたYの経験による毘解が感じられる。その後今度は家
を転がすまでになり，彼にとって家，つまり家庭は，転
がしたり倒したりしても揺るぎないものになっている乙
とがわかる。 ζれは母親が自分の視界から消えても動揺
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しない時期と一致しており，母子の成長がうかがえる。
また第16回から18同の遊びでは砂遊びが主であったが
Thはほとんど手を出す乙となく Yは一人で遊んでいた。
とれは f2人でいる中でl人でいられる能力JIL関係す
ると身える。ウィニコット 7)は 1人でいられる能力の符
立に寄与する基本的な体験は「幼児または小さな子供の
時母線とー絡にいて一人であったという体験である。 J
と述べている。 Yは乙のプレイセラピーを始める前は
「母親とー絡にいて一体Jであった。しかし乙のプレイ
の湯而ではThと「ー絡にいて一人であるJという ζ と
を体験する。またウィニコット 7)は「幼児が自分独自の
生活を発見できるのは， (いわば誰かとー絡にいて)一
人である時のみである。」と述べている。 プレイにおけ
る乙の体験がYの独自性を育てる乙とになったのではな
いだろうか。
第20凶を過ぎるとYは会話での遊びを好むようになる。
また攻喰性の合い間1<:，朝食なとのメニューを尋ね合い
人形に食べるまねをさせるなどの建設的な部分が表われ
始めた。自分で状況を設定し，それを展開させていく乙
とを好むようκなり，一日のスケジュールを決めたりし
ながらY自身で遊びを進めても、く。
また，口分の家はきっちりと閉め fyちゃんの家はちゃ
んとしめであるからおばけは入って来られへんねん。 J
と言いながらThの家を攻懲する。 ζれはThの家をY
の代mつまり「皇室jの対象とし，y自らが悪者になりそ
れを痛めつけていたように恩われる。 Yは乙乙で自分が
悪者である乙とと ，他}jでは家を守っている良い者であ
る乙とを体験する。彼は自分の中の両両性K気付き，そ
れが相反するものではなく，両立するものであるという
乙とが埋解できたのではないだろうか。その体験は， y 
Iζ自我のコントロールをさせる力となり，自己を縫立さ
せる隙点になっているのではないだろうか。
(4) 白我の成長度
Yは乙れまでのプレイの中でL、くつか自我発注κ関す
る行動を示している。彼は第3回から始まった母子分離
の試みにより対象(母親)が必ず戻って来るということ
を体験し，少なくともプレイの場面では対象の喪失不安
を解消し，母親との聞に活本的信頼を築いた。そして分
離ができるようになった頃からThに対する攻軍性がみ
られるようになった。 ζの攻撃性の対象であったThli
YICとっては分離して初めてわかった母紛の感い部分で
あったように思う。その怒と，自分が家を守る良い者で
ある(第22回)という両面を認めて，彼は自我をコント
ローノレできるようになっていくのだと著者らは巧える。
その伏線となったのは，プラレーノレでの追いかけζっ
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乙(第5回)であったように恩われる。彼は乙乙でTh
に負けてしまう自分を知る。それは彼が今まで味わった
ととのないものであった。今までは自分が何でもでき ，
何においても一番であると権力を誇示していたが， Th 
相手ではそれまし、かなかった。乙の乙とからYは徐々に
自分の万能感に対し幻滅していくのであろう。しかし負
けてしまう自分を自分の中に抱え乙んでしまう乙とはY
にとって非常に苫痛となるので，その苦痛をThlC投射
し， y自らはその苫痛を攻墜する ζとで，少しずつ自我
をコントロールしていく乙とができたのではないだろう
か。
またThの制限に対しても，それに対する拒否反応
はみられず，制限を毘解し行動している。乙れは臼分の
欲求を仰さえるという「自我f!Il!f!の形成Jの第一歩では
ないだろうか。このように自我をうまくコントロールで
きれば，2歩3歩と自我理想の形成に近づく ζとが期待
される。
と乙ろで，向己は「自我の活動によって変化するもの
であり，J主lζ自我もまたそれによって治大するものであ
る乙とが明確になってきた。」とフオーダム3)は述べて
いる。 Yの湯合，分離が可能になり攻撃性が燃してきた
乙ろ，今まで「交の子」と言っていたのが， flまく男の
子」と性差を認識したり ， f自分の物J1ζ対する所街欲
をみせたりした。明らかに自我の成長により自己認識の
芽生えがみられる。今後ますますYの自己概念の形成が
発注する乙とが期待される。
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Summary 
Ac畠seof playtherapy for 4・year-oldboy， who showed extreme separation anxieties， was reported in this article. 
The mother was delivered of him at 49 yωrs old， and he was born with high risk conditions (as a premaれueand a 
low birthweight infant). Parents were in great anxieties his physical and mental development. It can be considered 
that his sympathy with th出 anxietiesmight lead hirn unsecure mental state. In other words， parents especially mother 
and the child had been kept in symbiosis relationship. 
We thought that separation from the mother was his most important goal at this stage. In order to have his ego 
developed， therapist intentionally began to make symbiosis relationship with him (the 1st stage)， then take the role 
of badly side of his ego (the 2nd stage). At the 2nd stage he showed aggressive behavior so much. After these aggres-
sive sessions， he could play with other children in mother's absence that suggested the develop of his ego and the 
separation from the mother. 
The process of playtherapy was discussed within the framework of Mahler's separation-individualization theory. 
(14) 
